黒川能の里王祇会館 - 館内説明看板（能面）

能の中心には、パフォーマーが着用する能面があります。特定の役割に使用されるものもあれば、キャラクターの一般的な特徴を表現するために使用されるものもあります。マスクは通常、オキナ（老人）、ジョ（長老）、オンナメン（女性）、オトコメン（男性）、キシン（悪魔）、オンリョウ（幽霊または精霊）の6つの主要な役割に使用されます。
オキナ（老人）を表すために使用される面は、平安時代（794〜1185）の猿楽（能に先行する演劇のジャンル）に由来する最も古いタイプの能面であり、長い白ひげを持つ年上の男性を描いています。知恵を伝えることを目的としています。
長老を描くマスクは髪の毛で区別できます。彼らは一般的に、彼らが化身の精神を演じる神の演劇や戦の演劇の主要な演者によって着用されます。
オンナメン（女性）のマスクは、キャラクターの年齢やキャラクターの種類によって異なります。彼らは提示されている女性の種類を反映するための詳細を持っています。オトコメン（男性）にはいくつかの種類があります。それぞれが男性の性格と社会階級の両方を反映するように設計されています。
能の初期に開発された鬼神の面は、魔霊と獰猛な神々を描いた癋見と、悪魔を描いた癋見の2つに分けられます。
面の最後のカテゴリーである怨霊（幽霊と精霊）は、ある種の後悔を抱く死者の精霊を描いています。彼らは男性と女性の両方のキャラクターを描いています。
黒川の地元の能である黒川能は、さまざまなソースから厳選された面の豊富なコレクションを利用しています。能の上座や下座では、何世紀にもわたって多くの面が受け継がれてきました。16世紀から17世紀に遡り春日神社に収められたものもあります。
ここには約250枚の能面が収蔵されています。そのいくつかの写真を見ることができます。それらのいくつかの面は神聖であり、特別な注意を払って扱われています。その他の面は頻繁に使用され、目に見えて使用傷があります。




